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三股町議会だより

みまたんぎかい
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よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙
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v
o
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そこが聞きたい !!

一般質問 8名
追跡レポート

「あんた、どげんなったな？」

第2回 議会と語っみろ会

三股町女性団体連絡協議会と語る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、毎
日

社
員
さ
ん
や
パ
ー
ト
さ
ん
達
が「
嫌
だ
、怖

い
」と
話
題
に
し
て
い
る
。だ
が
、感
染
す
る

か
と
怯
え
て
暮
ら
す
よ
り「
手
洗
い
、う
が
い

の
徹
底
」や「
人
混
み
を
避
け
る
」、「
出
か
け
る

時
は
マ
ス
ク
を
着
け
る
」を
心
が
け
、「
そ
の

時
は
、そ
の
時
」と
割
り
切
っ
た
方
が
し
ん
ど

く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
誰
し
も
病
気
に
な
る
。今
ま
で
だ
っ
て
、何

度
と
な
く
感
染
症
は
や
っ
て
き
た
。し
か
し
、

そ
の
度
に
ち
ゃ
ん
と
乗
り
越
え
て
き
た
で
は

な
い
か
。

　
今
回
は
、政
府
の
初
期
対
応
が
悪
か
っ
た

と
い
う
話
も
あ
る
。そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

も
う
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。「
今
で
き
る

こ
と
に
最
善
を
尽
く
す
」し
か
な
い
。そ
れ

は
、人
生
に
お
い
て
も
同
じ
で
は
な
い
か
と

思
う
。一
刻
も
早
い
終
息
を
非
常
時
こ
そ
冷

静
な
振
る
舞
い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。   （
新
坂
）

（
※
4
月
24
日
現
在
）
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長

副
委
員
長
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委
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堀
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和
義

田
中  

光
子

楠
原  

更
三

新
坂  

哲
雄

発
行
責
任
者重

久  

邦
仁

議

　
　長

議会広報編集常任委員会

花と緑と水の町三股町

総延長5km
ほどの芝桜が
楽しめます！

ジャンカン馬

中米ジャンカン馬踊り保存会
会長 上水 漸さん

発祥は室町時代といわれる馬踊り。人は常に馬と過ごし、人馬一体となって幾
多の苦難を乗り越えてきました。作神といわれる猿を馬に乗せて、田畑の地母
神に祈りを捧げる行事は、春・秋の 2回行います。
先人に学び、後世に伝えていくのが私たちの義務だと思います。宮崎県一村一
祭りに選ばれている三股町のジャンカン馬踊りです。

 由
来

三股町郷土芸能 part 4

108億円
過去最高予算規模
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TOPICK

過去最高予算規模 
108億円

可
決
!!

令和2年度　 一般会計予算

3
月
の
定
例
会
報
告

地
方
譲
与
税
他

6.6

県
支
出
金

11.3

国
庫
支
出
金

21.8

町
債

5

地
方
交
付
税

27.1操
入
金
等

13.4町
税

22.8

30

20

10

議
会
費
0.8

15.2

民
生
費

51

7.7 3.3
0.8 7.6 3.3 9.1 7.4

そ
の
他
1.9

55

50

40

30

20

10

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

総
務
費 土

木
費

商
工
費

教
育
費

公
債
費

消
防
費

新年度予算 ［特別会計･企業会計］

◎国民健康保険事業会計・ ・・・・・・・・・・ 30億4685万円
◎後期高齢者医療保険・ ・・・・・・・・・・・・・ 2億9336万円
◎介護保険・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23億3695万円
◎介護保険サービス事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1321万円
◎梶山地区農業集落排水事業・・・・・・・・・・・・・ 4271万円
◎宮村南部地区農業集落排水事業・・・・・・・・・ 3783万円
◎公共下水道事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9億5946万円
◎水道事業(収益的収入)・・・・・・・・・・・・ 4億2949万円

歳入
（億円）

歳出
（億円）

　

町
議
会
で
は
、
3
月
定
例
会
を
2
月
27
日
か
ら
3
月
18
日
ま
で
の
21
日
間
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
7
つ

の
特
別
会
計
、
及
び
水
道
事
業
会
計
の
令
和
2
年
度
予
算
を
中
心
に
条
例
の
制

定
・
改
正
な
ど
28
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
意
見
書
1
件
は
審
議
の
う
え
可
決
、
12
月
定
例
会
時
の
継
続
審
査
請
願

１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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○は賛成　●は反対　―は欠席　　※議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません。

条例改正に
ついての
報告です

上記以外の議案第1号、第2号、第4号～第15号、第20号～第22号、第24号～第28号、意見書(案)第1号については、全会一致のため未記載としております。

令和2年度　 第１回 ３月定例会 採決結果

議案
番号

議案名
結
果

田
中　
光
子

堀
内　
和
義

新
坂　
哲
雄

楠
原　
更
三

福
田　
新
一

池
邉　
美
紀

堀
内　
義
郎

内
村・
立
吉

指
宿・
秋
廣

上
西　
祐
子

重
久　
邦
仁

山
中　
則
夫

3 三股町敬老祝金条例の一部を改正する条例 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議

長

◯

16 令和２年度三股町一般会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

17 令和２年度三股町国民健康保険特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

18 令和２年度三股町後期高齢者医療保険特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

19 令和２年度三股町介護保険特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

23 令和２年度三股町公共下水道事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

12月定例会時・
継続審査
請願2号

介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化な
どの制度見直しの中止、介護従事者の処遇改善など、介
護保険制度の改善を求める請願

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ●

三股町営住宅管理条例の
一部を改正する条例
　この条例は、民法の一部改正に伴い、町
営住宅入居時の連帯保証人の債務負担限
度額を定め、連帯保証人についての住所要
件を緩和するもの。また、公営住宅法の一
部改正に伴い、家賃の決定について改正す
るもの

三股町営住宅設置条例の一部を
改正する条例
　この条例は、植木原団地・五本松団地・
の全部、餅原団地・蓼池三団地・勝岡団地・
宮下団地の一部を用途廃止し条例から削
除するもの

三股町介護保険条例の
一部を改正する条例
　この条例は、消費税増税により税率が
10％に引き上げられたことに伴い、低
所得者の第１号保険料軽減強化にかかる
保険料の一部を減額するもの

三股町子ども医療費助成に関する
条例の一部を改正する条例
　この条例は、子ども医療費助成の拡充
を行うにあたり、小学生の通院医療費の
自己負担額を月額、1医療機関 1,000
円から 200 円に減額し、また、通院医
療費の助成対象を中学生まで拡大するた
め、所要の条例改正を行うもの

三股町母子及び父子家庭
医療費助成に関する
条例の一部を改正する条例
　この条例は、母子及び父子家庭医療費
助成の拡充を行うにあたり、小中学生
の通院及び入院医療費の自己負担額を月
1,000 円から無料にするため、所要の
条例改正を行うもの

三股町一般廃棄物最終処分場の
設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例
　この条例は、三股町使用料及び手数料
徴収条例から一般廃棄物最終処分場の研
修室の使用料を削除したことに伴い所要
の改正を行うもの

三股町敬老祝金条例の
一部を改正する条例
　この条例は、敬老祝金の支給年齢につ
いて、その一部を改正するもの。
　この改正案は、高齢者福祉・介護保険
運営協議会等様々な会議で検討された結
果、高齢者福祉事業を充実させるための
見直しとなっているもの



そこが聞きたい！一般質問

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告
や説明を町長などに求め町が町民のために適切な町政運営を進
めているかをチェックするものです。

（注） 一般質問時の課長の答弁は、３月定例会時点での担当課長になります。

一般質問とは…

質問事項の一覧

上西 祐子 議員
①加齢性難聴者の支援策について
②空き家の有効活用について

指宿 秋廣 議員
①旧五本松住宅活用事業について
②町長等に対する住民訴訟について
③正規職員採用の方針・方法について
④児童館の耐震補強について

内村 立𠮷 議員
①農地の転用許可権限について
②第61回宮崎県畜産共進会について
③畜産センターの総合管理計画について
④第5回みまたん霧島パノラマまらそん大会について

堀内 義郎 議員
①国土強靭化地域計画について
②小鷺巣地区の宅地分譲地について

池邉 美紀 議員
①新型コロナウイルス対策について
②第5地区分館、5部消防詰所移転について
③三股町の教育について

田中 光子 議員
①防災の取り組みについて
②発達障がいの早期発見、早期療育について

楠原 更三 議員
①町民憲章から見る三股町について
②梶山城跡調査整備検討委員会について

福田 新一 議員
①くいまーるの方向性について
②未使用貯水タンクの有効利用について
③合宿誘致について
④旧町立病院の現状について

5p 9p

10p

11p

12p

6p

7p

8p

?
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加
齢
性
難
聴
者
の
支
援
策
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
者
の
支
援
策
に
つ
い
て

Q
高
齢
に
な
る
と
70
代
で
3
人
に
1

人
、
80
代
で
3
人
に
2
人
が
難
聴
に

な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
難
聴
に
な
る
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
が
起
こ
り
、
さ
ら

に
認
知
機
能
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
対
策
を
と
る
こ
と
が
認
知
症
を
予
防
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
難
聴
者
の

25
％
位
し
か
補
聴
器
を
つ
け
て
い
な
い
と
の

推
計
も
あ
り
ま
す
。
理
由
の
一
つ
に
補
聴
器

の
価
格
で
す
。
町
と
し
て
も
聴
力
検
査
、
補

聴
器
補
助
の
支
援
策
を
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
？

A
木
佐
貫
町
長

　

補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
と
し
て

は
、
聴
覚
の
低
下
に
よ
り
医
師
の
診
断
の
も

と
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

が
購
入
す
る
場
合
に
費
用
の
一
部
を
支
給
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

A
高
齢
者
支
援
課 

川
野
課
長

　

難
聴
者
対
策
と
認
知
症
の
関
係
に
つ
い
て

は
厚
労
省
が
公
表
し
た
「
認
知
症
施
策
推
進

総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
難
聴
は
認
知
症
の

危
険
因
子
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
難
聴
の
補
正
が
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
る
か
ど
う
か
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

十
分
に
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
町
と

し
て
は
実
施
に
よ
る
効
果
が
明
確
で
な
い
た

め
、
中
等
度
の
難
聴
高
齢
者
に
対
し
て
補
聴

器
購
入
の
助
成
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

Q
今
、
全
国
的
に
「
空
き
家
」
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
政
策
の

大
き
な
課
題
と
し
て
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
本
町
の
空
き
家
数

は
？A

企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

本
町
の
空
き
家
の
数
は
、
平
成
25
年
に
国

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
際
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
2
8
4
戸
の
空
き
家
が
存
在
し
て
お

り
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
さ
ら
に
そ
の
数
は

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Q
空
き
家
の
有
効
活
用
の
取
り
組
み

は
?

A
企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

平
成
26
年
に
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
の
を
受

け
て
、
空
き
家
等
の
有
効
活
用
を
通
し
て
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
目
的
で
、
平
成
29

年
度
か
ら
「
※

空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
活
用

促
進
等
事
業
補
助
金
制
度
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
1
月
に
本
町
へ
の
移
住
・
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
都
城
宅
地
建
物
取
引

業
協
同
組
合
と
の
間
に
「
空
き
家
等
情
報
バ

ン
ク
の
運
用
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

※
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
と
は

　

・　

三
股
町
で
は
、
移
住
や
定
住
を
希
望
す
る
方
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
た
め
「
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
制

度
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
三
股
町
に
住
ん
で
み
よ
う

と
考
え
て
い
る
方
ま
た
は
、
町
内
の
空
き
家
や
宅
地

を
所
有
す
る
方
で
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
は
、「
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
」
を
活
用
く
だ
さ
い
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
の

実
績
は
?

A
企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
実
績
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
延
べ
数
で
、
こ
れ
ま
で
に
13
件
の
登

録
が
あ
り
、
内
10
件
が
契
約
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
補
助
制
度
の
活
用
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
P 

R
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
?

A
企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
り
、
地

区
座
談
会
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

Kaminishi Yuko高齢者支援課 川野課長

今のところ考えていません

補聴器補助の支援策は?

そこが聞きたい! 上西祐子議員そこが聞きたい! 上西祐子議員一般質問
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旧
五
本
松
住
宅
活
用
事
業
に

旧
五
本
松
住
宅
活
用
事
業
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
旧
五
本
松
住
宅
の
利
用
方
法
が
、
全

体
事
業
の
金
額
を
抜
き
に
し
て
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
く
町
民
に
事
業
総

額
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
?

A
木
佐
貫
町
長

　

全
く
新
し
い
も
の
を
造
る
考
え
は
な
く
、

建
物
の
建
て
替
え
な
ど
で
、
全
体
的
な
事
業

は
、
青
空
天
井
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
は
で

き
て
い
ま
す
。
財
源
も
基
金
や
補
助
金
、
官

民
連
携
等
を
視
野
に
入
れ
、
将
来
に
負
担
を

残
さ
な
い
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
ま
ま
で
は
莫
大
な
事
業
と
な

り
、
そ
う
な
る
と
後
に
残
さ
れ
た
元

金
・
利
息
の
返
済
や
業
務
の
運
営
、
建
物
の

維
持
修
繕
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

他
の
身
の
回
り
の
工
事
や
福
祉
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
低
下
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
全
体
の
事
業

の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
?A

企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

現
在
「
基
本
構
想
」
を
策
定
中
で
す
。
具
体

的
な
施
設
、
整
備
内
容
、
建
物
の
配
置
や
規

模
な
ど
は
、
来
年
度
以
降
の
「
基
本
計
画
」
や

「
基
本
設
計
」
で
検
討
し
ま
す
。

町
長
等
に
対
す
る
住
民
訴
訟
に
つ
い
て

町
長
等
に
対
す
る
住
民
訴
訟
に
つ
い
て

Q
来
年
度
4
月
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

の
損
害
賠
償
制
度
の
見
直
し
等
と

い
う
法
律
の
改
正
が
あ
り
、
町
長
等
の
個
人

へ
の
損
害
賠
償
で
上
限
額
を
設
け
る
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
本
町
の
考
え
方
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
?

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

町
長
や
職
員
の
損
害
賠
償
責
任
の
見
直

し
の
背
景
と
し
て
、
住
民
訴
訟
制
度
に
お
い

て
、
敗
訴
し
た
場
合
に
個
人
に
重
大
な
過
失

が
な
く
て
も
多
額
の
賠
償
額
が
課
せ
ら
れ
る

事
例
が
あ
る
こ
と
や
、
訴
訟
を
恐
れ
て
本
来

必
要
な
政
策
判
断
を
避
け
る
こ
と
を
な
く
す

た
め
、
制
度
を
見
直
す
も
の
で
す
。

Q
法
律
や
本
町
の
条
例
制
定
は
、
い
つ

と
考
え
て
い
ま
す
か
?

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

法
律
の
施
行
期
日
は
令
和
2
年
4
月
1

日
で
あ
り
、
本
町
は
重
要
な
法
改
正
と
考
え

て
、
令
和
2
年
度
の
早
い
時
期
に
条
例
制
定

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
採
用
の

正
規
職
員
採
用
の

方
針
・
方
法
に
つ
い
て

方
針
・
方
法
に
つ
い
て

Q
4
月
か
ら
の
職
員
採
用
は
2
名
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
退
職
者
が

あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
実
際
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
?

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

採
用
は
2
名
で
し
た
が
辞
退
者
が
あ
り
、

1
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
1
名
の
職
員
が
退
職
の
意
向
を

申
し
出
て
、
3
名
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
補

充
は
県
へ
の
出
向
者
を
町
へ
復
帰
さ
せ
て
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
採
用
内
定
で
辞
退
者
が
出
た
場
合

の
た
め
に
、
採
用
登
録
制
度
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
?

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
職

員
採
用
試
験
等
検
討
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

児児
童
館
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

童
館
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

Q
耐
震
化
し
て
い
な
い
児
童
館
が
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
児
童
館
と

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
?

A
福
祉
課 

齊
藤
課
長

　

規
模
の
大
き
い
児
童
館
で
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
い
児
童
館
は
、
梶
山
児
童
館
と
蓼
池
児

童
館
で
す
。
梶
山
児
童
館
は
建
て
替
え
に
つ

い
て
検
討
し
、
蓼
池
児
童
館
は
民
間
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
開
設
予
定
で
あ
り
、
機
能

再
編
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ibusuki Akihiro木佐貫町長

身の丈にあったものを検討します

旧五本松住宅の事業の総額は?

そこが聞きたい! 指宿秋廣議員そこが聞きたい! 指宿秋廣議員一般質問
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農農
地
の
転
用
許
可
権
限
に
つ
い
て

地
の
転
用
許
可
権
限
に
つ
い
て

Q
農
林
水
産
省
か
ら
農
地
の
転
用
許

可
権
限
を
指
定
町
村
に
与
え
る
措

置
に
つ
い
て
、
本
町
も
権
限
移
譲
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
?

A
農
業
振
興
課 

上
原
課
長

　

基
準
を
満
た
す
場
合
に
は
権
限
移
譲
を
受

け
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
県
内
の
状
況
を

調
査
す
る
と
、
権
限
移
譲
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
県
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
が

独
立
し
た
組
織
と
し
て
専
門
的
人
員
等
を
配

置
さ
れ
て
い
る
状
況
を
勘
案
し
て
権
限
移
譲

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
本
町
の
農
業
委

員
会
は
、
職
員
2
名
で
転
用
許
可
権
限
の
事

務
を
行
っ
て
お
り
、
専
門
的
な
部
分
は
県
に

相
談
し
、
県
の
許
可
書
交
付
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
今
の
体
制
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

Q
本
町
の
農
業
は
「
集
落
営
農
組
合
」

と
「
大
型
農
家
」
で
す
が
、
農
業
振

興
地
域
の
内
容
と
は
?

A
木
佐
貫
町
長

　

農
業
振
興
地
域
制
度
と
は
、
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
農
業

の
振
興
や
農
地
の
確
保
な
ど
を
図
る
た
め
の

基
本
と
な
る
制
度
で
す
。
内
容
は
農
業
を
振

興
す
べ
き
地
域
を
指
定
し
、
具
体
的
施
策
を

掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
書
を
町
が
作
成

し
、
県
が
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
農
業
振
興
地
域
の

地
区
別
面
積
は
?

A
農
業
振
興
課 

上
原
課
長

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
農
用
地
面
積
で
、
中

央
地
区
は
82・

ha
、
2
地
区
は
2
8
5
ha
、
3
地

区
は
1
5
6
ha
、
4
地
区
は
1
4
0
ha
、
5

地
区
は
1
1
4
ha
、
6
地
区
は
2
4
2
ha
で
、

合
計
1
0
1
9
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第第
6611
回回

宮
崎
県
畜
産
共
進
会
に
つ
い
て

宮
崎
県
畜
産
共
進
会
に
つ
い
て

Q
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
に
お
け
る
牛

枝
肉
の
前
年
と
の
比
較
状
況
は
?

A
農
業
振
興
課 

上
原
課
長

　

令
和
元
年
度
は
枝
肉
の
質
が
向
上
し
て

い
る
も
の
の
、
価
格
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
消
費
量
が
減
っ
て
お

り
、
T
P
P
や
日
米
貿
易
協
定
に
よ
り
輸
入

牛
肉
が
安
価
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
供
給

過
多
に
な
っ
て
い
ま
す
。

畜畜
産
セ
ン
タ
ー
の

産
セ
ン
タ
ー
の

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

Q
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
9
月
の
議
会
の
質
問
の
中
で
、
今

後
2
か
年
か
け
て
公
共
施
設
の
総
合
管
理
計

画
を
策
定
す
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
進
捗
状

況
は
?A

農
業
振
興
課 

上
原
課
長

　

個
別
計
画
に
つ
い
て
は
平
成
29
年
10
月

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
検
討
を
都
城
農
協
等
の
関
係
機
関
と
協

議
調
整
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

第第
55
回
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ

回
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ

ま
ら
そ
ん
大
会
に
つ
い
て

ま
ら
そ
ん
大
会
に
つ
い
て

Q
大
会
前
の
長
雨
の
影
響
で
開
催
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
？

A
教
育
課 

鍋
倉
課
長

　

今
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
約
5
0
0
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
喜

び
や
感
動
の
声
が
多
く
、
次
回
も
参
加
し
た

い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
で
す
。

Q
今
後
に
つ
い
て
は
？

A
教
育
課 

鍋
倉
課
長

　

本
町
は
町
づ
く
り
の
柱
に
ア
ス
リ
ー
ト

タ
ウ
ン
三
股
の
創
造
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今

後
、
魅
力
あ
る
大
会
と
し
て
町
内
外
か
ら
注

目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
、
継
続
し

て
い
き
た
い
で
す
。

Uchimura Tatsuyoshi農業振興課 上原課長

現在の体制では難しいです

農地の転用許可権限移譲は?

そこが聞きたい! 内村立そこが聞きたい! 内村立吉吉議員議員一般質問
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国国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て

土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て

Q
こ
こ
数
年
、
全
国
的
な
自
然
災
害
の

被
害
を
受
け
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大

規
模
自
然
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
早
急
に
「
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
?

A
木
佐
貫
町
長

　

起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ

た
め
に
も
重
要
な
地
域
計
画
で
あ
り
、
策
定

後
の
整
備
事
業
に
あ
た
っ
て
国
の
交
付
金
事

業
の
要
件
に
も
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

都
市
整
備
課
を
中
心
に
関
係
課
と
連
携
し
な

が
ら
今
年
の
6
月
を
目
途
に
策
定
中
で
す
。

Q
防
災
・
減
災
事
業
と
し
て
、
農
業
水

路
等
長
寿
命
化
の
交
付
金
支
援
は
考

慮
さ
れ
る
か
?
（
特
に
樺
山
用
水
路
等
は
山

間
部
を
通
り
、
且
つ
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
）

A
農
業
振
興
課 

上
原
課
長

　

農
業
用
水
路
・
溜
池
等
に
つ
い
て
記
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
施
設
防
災
・
減
災
事
業
、

及
び
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
事
業
の
実
施
申

請
を
行
う
場
合
、
重
点
化
箇
所
と
し
て
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
へ
の
記
載
に
つ
い
て
協
議
中
で
す
。

Q
新
し
い
三
股
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て
、
配
布
は
い
つ
か
？

ま
た
、
※

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
？

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

2
月
15
日
付
け
の
回
覧
板
と
一
緒
に
支
部

を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
支
部

加
入
者
以
外
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
町
H

・

P
、

役
場
案
内
、
学
校
を
含
む
公
共
機
関
、
各
避

難
所
で
の
掲
示
、
掲
載
等
で
の
対
応
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
風

水
害
か
ら
の
避
難
に
必
要
な
知
識
と
意
識
付

け
に
お
い
て
大
い
に
活
用
で
き
る
資
料
と
な

る
の
で
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
シ
ー
ト
作
成

の
推
奨
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

　

・　

風
水
害
の
発
生
に
そ
な
え
て
一
人
ひ
と
り
の
家
族

構
成
や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
あ
ら
か
じ
め
作
成
す
る

自
分
自
身
の
避
難
計
画
の
こ
と
で
す
。

Q
災
害
時
の
情
報
収
集
と
し
て
、
消
防

団
の
S
N
S
で
の
投
稿
に
よ
る
活

用
や
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
同
時
多
発

の
情
報
整
理
を
効
率
化
す
る
た
め
A

 

I
活
用

は
図
れ
な
い
か
?

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

災
害
時
に
お
け
る
S
N
S
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
伝
達
は
重

要
な
手
段
で
あ
る
が
、
大
規
模
災
害
と
な
る

と
、
膨
大
な
情
報
の
整
理
に
お
い
て
情
報
の

収
集
・
伝
達
の
錯
誤
に
よ
る
関
連
死
が
問
題

視
さ
れ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
正
確
な
情
報
の

分
析
と
情
報
発
信
を
A

・

I
の
活
用
で
、
よ
り

防
災
・
減
災
に
繋
げ
る
研
究
や
実
証
実
験
が

な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
シ
ス
テ
ム
が
研

究
段
階
で
あ
る
た
め
、
宮
崎
県
の
防
災
シ
ス

テ
ム
へ
の
導
入
及
び
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
検

討
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

小小
鷺
巣
地
区
の

鷺
巣
地
区
の

宅
地
分
譲
地
に
つ
い
て

宅
地
分
譲
地
に
つ
い
て

Q
分
譲
戸
数
と
販
売
価
格
の

予
定
は
?

A
都
市
整
備
課 

福
永
課
長

　

3
区
画
で
あ
り
、
1
区
画
目
が
1
1
7
坪

の
2
万
9
6
6
4
円
、
2
区
画
目
が
93
坪
の

2
万
9
9
6
4
円
、
3
区
画
目
が
1
0
6
・

8
坪
の
2
万
7
5
6
5
円
で
す
。
4
月
28
日

〜
5
月
27
日
ま
で
を
申
し
込
み
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

Horiuchi Yoshiro木佐貫町長

今年の6月を目途に策定中です

国土強
きょう

靱
じ ん

化地域計画の策定は？

そこが聞きたい! 堀内義郎議員そこが聞きたい! 堀内義郎議員一般質問

小鷺巣地区の分譲地
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

Q
三
股
町
で
感
染
者
が
出
た
場
合
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
?

A
町
民
保
健
課 

横
田
課
長

　

平
成
27
年
3
月
制
定
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
行
動
計
画
に
則
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q
外
出
が
減
り
経
済
の
落
ち
込
み
も

出
て
き
て
い
る
が
そ
の
対
策
は
?

A
企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

国
の
施
策
で
あ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

窓
口
に
な
っ
て
い
る
の
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

Q
町
独
自
の

経
済
救
済
措
置
は
?

A
企
画
商
工
課 
西
山
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
金
銭
的
な
補ほ

填て
ん

は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

見
解
は
？

A
木
佐
貫
町
長

　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
不
要
不
急
な

外
出
は
避
け
、
自
己
防
衛
の
取
り
組
み
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
我
々
は
自
治
公
民
館

等
と
協
力
し
安
心
安
全
の
情
報
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

第第
55
地
区
分
館
、

地
区
分
館
、

55
部
消
防
詰
所
移
転
に
つ
い
て

部
消
防
詰
所
移
転
に
つ
い
て

Q
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
？

A
木
佐
貫
町
長

　

令
和
元
年
度
に
用
地
確
保
の
た
め
の
売
買

契
約
を
し
、
令
和
2
年
度
に
用
地
取
得
、
実

施
設
計
、
地
質
調
査
、
解
体
・
造
成
工
事
で
、

2
千
4
百
万
円
を
予
算
計
上
。
令
和
3
年
度

に
工
事
着
手
し
、
年
度
内
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

Q
※

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
交
通（
地
域
公
共
交

通
）の
協
議
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
?

※
P・

12
を
参
照

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
施
設
を
併
設
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
協

議
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三三
股
町
の
教
育
に
つ
い
て

股
町
の
教
育
に
つ
い
て

Q
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
個
々
の
特

性
を
把
握
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学

的
根
拠
）
に
基
づ
い
た
学
習
指
導
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
?

A
石
崎
教
育
長

　

具
体
的
に
は
認
知
能
力
を
測
る
検
査
や
、

読
書
力
診
断
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の

上
で
※

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
指
導

改
善
を
行
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は・

　

・　

P
lan

（
計
画
）・D

o

（
実
行
）・C

heck

（
評
価
）・

A
ctio
n

（
改
善
）
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
務

を
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
。

Q
小
規
模
特
認
校
の
推
移
と
今
後
の

方
向
性
は
?

A
石
崎
教
育
長

　

平
成
27
年
度
、
3
校
で
3
名
で
し
た
が
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、

今
年
度
は
長
田
9
名
、
梶
山
27
名
、
宮
村
12

名
、
合
計
48
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
バ
ス
を
2
台
に
し
て
、
令
和
2
年
度
入
学

時
点
は
、
合
計
65
名
の
児
童
が
特
認
校
利
用

に
な
る
予
定
で
す
。
今
後
、
地
元
説
明
会
な

ど
も
行
い
、
地
域
・
学
校
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q
特
認
校
児
童
増
加
が
進
ん
だ
場
合

バ
ス
定
員
の
問
題
が
で
て
く
る
が
、

バ
ス
の
追
加
の
予
定
は
?

A
石
崎
教
育
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
は
バ
ス
の
追
加
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

Q
町
長
の
教
育
に
対
す
る
見
解
は
？

A
木
佐
貫
町
長

　

総
合
教
育
会
議
で
常
に
連
携
を
と
っ
て
い

ま
す
。
小
規
模
特
認
校
制
度
の
維
持
、
学
力
向

上
に
つ
い
て
も
本
町
の
特
色
に
な
る
の
で
、

今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ikebe Yoshinori町民保健課 横田課長

対策本部で適切に対処します

新型コロナウイルス対策は？

そこが聞きたい! 池邉美紀議員そこが聞きたい! 池邉美紀議員一般質問
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防防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
異
常

気
象
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
防
災

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
?

A
木
佐
貫
町
長

　

防
災
士
の
育
成
、
自
主
防
災
組
織
、
災
害

備
蓄
品
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、
防
災
拠

点
の
整
備
等
、
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
進
め
て
い
ま
す
。

Q
幾
度
も
通
学
路
が
浸
水
し
て
い
る

が
、
排
水
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
か
?

A
都
市
整
備
課 

福
永
課
長

　

大
雨
時
増
水
す
る
所
の
改
良
は
前
目
、
蓼

池
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
終
了
後
は
花

見
原
、
稗
田
、
植
木
地
区
で
進
め
て
い
く
計

画
で
す
。　
　

Q
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
先
を
見
据
え
て
、
排
水
の
整
備

を
し
て
も
ら
え
な
い
か
?

A
木
佐
貫
町
長

　

排
水
対
策
は
重
要
な
の
で
、
側
溝
の
改
良

に
取
り
組
み
ま
す
。

発発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
、

達
障
が
い
の
早
期
発
見
、

早
期
療
育
に
つ
い
て

早
期
療
育
に
つ
い
て

Q
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
約
10
％
の

乳
幼
児
が
支
援
対
象
と
な
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
実
態
把
握
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
か
?

A
町
民
保
健
課 

横
田
課
長

　

1
歳
6
か
月
児
健
診
や
3
歳
児
健
診
な
ど

で
、
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
の
把

握
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
保
健
師
な
ど

の
問
診
や
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。

Q
療
育
拠
点
、
児
童
発
達
支
援
事
業

は
?

A
福
祉
課 

齊
藤
課
長

　

児
童
発
達
支
援
事
業
所
は
、
本
町
に
4
か

所
、
都
城
市
に
35
か
所
あ
り
、
児
童
発
達
支

援
、
※

放
課
後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保
育

所
等
訪
問
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
放
課
後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は

　
・　

児
童
福
祉
法
を
根
拠
と
す
る
、
障
が
い
の
あ
る
学
齢

期
児
童
が
学
校
の
授
業
終
了
後
や
学
校
休
業
日
に
通
う
、

療
育
機
能
・
居
場
所
機
能
を
備
え
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。

Q
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
つ
な
が

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
?

A
町
民
保
健
課 

横
田
課
長

　

心
理
個
別
相
談
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
、
発
達
検
査
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

Q
施
設
運
営
体
制
の
緩
和
で
、
本
町
独

自
の
事
業
所
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築

は
で
き
な
い
か
?

A
福
祉
課 

齊
藤
課
長

　

施
設
運
営
体
制
は
国
が
定
め
た
も
の
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
早
い
支
給
決
定
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

Tanaka Mitsuko木佐貫町長

健康管理センターに子育て世代包括支援センターを設置

防災活動事業を進めます

防災活動の取り組みは?

そこが聞きたい! 田中光子議員そこが聞きたい! 田中光子議員一般質問
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梶山城跡上空写真

町
民
憲
章
か
ら
見
る

町
民
憲
章
か
ら
見
る

三
股
町
に
つ
い
て

三
股
町
に
つ
い
て

Q
「
こ
れ
が
三
股
だ
」
と
い
う
も
の
を

共
有
す
る
た
め
に
は
、
町
民
憲
章
に

あ
る
「
先
人
の
偉
業
に
学
ぶ
」
た
め
の
環
境

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
か
?

A
石
崎
教
育
長

　

町
民
憲
章
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
地
域

素
材
を
活
用
し
た
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
史
に
関
す
る
資
料
集
を
来
年
度
に

発
刊
で
き
る
よ
う
作
成
中
で
あ
り
、
町
史
の
概

要
版
に
も
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
梶
山
城
跡
の
国
指
定
に
向
け
て
一

歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
老
朽
化
し

た
文
化
財
の
標
柱
の
更
新
や
梶
山
城
跡
の
標

柱
を
新
設
し
ま
す
。

Q
三
股
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

中
に
、
町
民
憲
章
の
精
神
が
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
?

A
木
佐
貫
町
長

　

こ
れ
ま
で
各
地
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
し
て
、
地
域
の
宝
・
魅
力
を
発
掘
で
き

ま
し
た
。
こ
の
過
程
が
先
人
の
偉
業
を
学
ぶ

場
、
ま
た
郷
土
愛
と
開
拓
精
神
を
育
む
場
に

な
り
、
こ
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
は
終
わ
り
で
は
な
く
、
始
ま
り

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
ま
ち
づ
く
り
が

動
き
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
条
例
制
定
に
あ
わ
せ
、
啓
発
事
業

や
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
広
報
紙
の
「
町
の
生
い
立
ち
」
を
、

今
以
上
に
三
股
ら
し
さ
が
含
ま
れ

た
も
の
に
で
き
な
い
か
?

A
総
務
課 

白
尾
課
長

　

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
反
映
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
令
和
2
年
度
は
広
報
紙
を
使
っ

て
、
町
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
を
年
数
回
の

連
載
形
式
で
設
け
、
新
町
史
を
活
か
し
て
い

き
た
い
。

Q
名
誉
町
民
を
含
め
、
町
内
各
地
で
顕

彰
さ
れ
て
い
る
方
々
を
一
堂
に
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
で
き
な
い
か
?

A
教
育
課 

鍋
倉
課
長

　

文
化
会
館
に
期
間
を
設
け
て
名
誉
町
民
を

顕
彰
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
今
後
、
関
係
課
と
時
期
や
内
容
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
い
。

A
石
崎
教
育
長

　

先
人
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
な
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
で
す
。

A
木
佐
貫
町
長

　

中
央
公
民
館
の
あ
り
方
や
五
本
松
跡
地
の

活
用
と
の
関
連
を
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

梶梶
山
城
跡
調
査
整
備
検
討
委
員
会
に

山
城
跡
調
査
整
備
検
討
委
員
会
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
実
施
さ
れ
た
委
員
会
の
内
容
を
報

告
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
?

A
教
育
課 

鍋
倉
課
長

　

梶
山
城
跡
を
学
術
的
に
調
査
し
、
史
跡
の

本
質
的
な
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
委

員
会
の
目
的
で
す
。

　

調
査
結
果
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
国

指
定
の
申
請
ま
で
行
い
た
い
が
、
完
成
ま
で

数
年
か
か
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
へ
の
具
体
的
な
周
知
は
、
こ
の
事
業

の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
行
い
た
い
。

　

発
掘
調
査
を
行
っ
た
際
に
は
現
地
説
明
会

を
実
施
す
る
の
で
、
段
階
的
な
活
動
の
周
知

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Kusuhara Kozo石崎教育長

地域素材学習を支援しています

先人の偉業に学ぶ環境整備とは?

そこが聞きたい! 楠原更三議員そこが聞きたい! 楠原更三議員一般質問



追跡レポート

あんた、どげんなったな？
議会からの意見・要望に対して、次のような
取り組みを行うことが報告されました

(平成31年3月～令和元年12月までの議会)

※全38件の報告の中から4件を取り上げました。

危険箇所にある
公共施設の移転について

①令和2年度　用地の取得、造成工事
②令和3年度　施設整備に着手

長田峡の魅力アップのために
成因看板設置を

看板のデザイン、設置場所を検討中

進捗状況 進捗状況

第5部（長田地区）消防
詰所を移転予定です

令和２年度に設置
する予定です

免許返納者へ
特典を与えては？

高齢者の安全運転をサポートする事業の
一つとして取り組む。

若者を引きつける
雇用環境を整えてほしい

①地元企業を知る事業
②若者に情報が届く事業
③キャリア教育事業

具体的に下記項目で検討しています。

進捗状況進捗状況

くいまーるバス
回数券を交付
【120回分（12回×10冊）】

若者定着促進事業に
取り組む予定です

12

くく
い
ま
ー
る
の
方
向
性
に
つ
い
て

い
ま
ー
る
の
方
向
性
に
つ
い
て

Q
交
流
拠
点
施
設
を
中
心
に
、
人
の

流
れ
が
、
動
脈
、
静
脈
と
し
て
行
き

交
う
こ
と
が
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
の
進
む
本
町
に
お
い

て
、
く
い
ま
ー
る
の
利
便
性
は
大
事
で
す
。

今
後
の
方
向
性
は
?

A
木
佐
貫
町
長

　

発
着
場
を
三
股
駅
ま
た
は
、
五
本
松
団
地

跡
地
と
し
、
き
め
細
か
い
コ
ー
ス
を
設
定
。

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
り
、
利
用
し
や
す
い

環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
長
田
地
区
に

は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を
検
討

中
。
令
和
2
年
策
定
の
立
地
適
正
化
計
画
で

議
論
し
ま
す
。

※
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は

　

・　

利
用
者
が
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
そ
の
都
度
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
地
域
の
公
共
交
通
の
こ

と
。
予
約
が
あ
る
時
に
だ
け
運
行
す
る
。

Q
充
実
し
つ
つ
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、
見
晴
ら
し
の
良
い
遊
具
場
、
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ア
シ
ス
テ
ッ
ド
リ

ビ
ン
グ
み
ま
た
、
景
観
ア
ッ
プ
の
上
米
公
園

と
、
多
種
多
様
な
施
設
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
利
用
の
交
通
手
段
、
そ
し
て
中
野

地
区
の
足
と
し
て
、
く
い
ま
ー
る
を
活
用
す

べ
き
で
は
？

A
総
務
課 

白
尾
課
長

①・

上
米
公
園
の
公
園
機
能
、
観
光
機
能
を
高

め
交
流
人
口
を
促
進
。

②・

老
人
養
護
施
設
ア
シ
ス
テ
ッ
ド
リ
ビ
ン
グ
み

ま
た
の
入
居
者
の
生
活
環
境
の
改
善
・
拡
充
。

③・

中
野
地
区
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
。

　

以
上
の
視
点
か
ら
、
新
た
な
運
行
路
線
の

見
直
し
に
よ
り
総
合
的
な
福
祉
の
向
上
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携
し

運
行
の
可
能
性
、
必
要
性
を
検
討
し
つ
つ
地

域
公
共
交
通
会
議
に
諮は

か

っ
て
い
き
ま
す
。

未未
使
用
貯
水
タ
ン
ク
の

使
用
貯
水
タ
ン
ク
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

有
効
利
用
に
つ
い
て

Q
未
使
用
貯
水
タ
ン
ク
の
あ
る
場
所

は
、
遊
具
場
の
賑
わ
い
に
加
え
、
霧
島

連
山
を
背
景
に
本
町
を
見
下
ろ
せ
る
絶
好
の

展
望
場
所
で
す
。
利
用
計
画
は
な
い
の
か
?

A
都
市
整
備
課 

福
永
課
長

　

景
観
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
公
園

用
地
と
し
て
の
活
用
を
多
角
的
に
検
討
し
ま
す
。

合合
宿
誘
致
に
つ
い
て

宿
誘
致
に
つ
い
て

Q
建
国
大
学
野
球
部
（
韓
国
ソ
ウ
ル

市
）
31
名
が
1
月
中
旬
か
ら
約
1
か

月
、
本
町
へ
3
年
連
続
合
宿
に
来
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
の
継
続
は
、
本
町
の
活
性
化
に
繋

が
る
要
素
を
多
く
含
み
、
三
股
町
と
ソ
ウ
ル

市
の
友
好
関
係
ま
で
発
展
可
能
。
今
後
の
改

善
内
容
を
具
体
的
に
。

A
企
画
商
工
課 

西
山
課
長

　

本
町
に
合
宿
所
が
で
き
、
民
泊
も
2
軒
あ

り
ま
す
。
利
用
促
進
と
合
宿
を
誘
致
す
る
こ

と
で
、
関
係
人
口
等
が
増
加
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
れ
ま
す
。
合
宿
を
実
施
し
た
方
々

に
対
し
、
補
助
制
度
を
策
定
し
ま
す
。
建
国

大
学
野
球
部
と
の
友
好
関
係
を
育
て
、
町
の

特
産
品
や
観
光
地
等
を
紹
介
す
る
な
ど
、
町

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

旧旧
町
立
病
院
の
現
状
に
つ
い
て

町
立
病
院
の
現
状
に
つ
い
て

Q
町
の
中
央
部
に
位
置
し
な
が
ら
も
、

廃
墟
状
態
が
続
く
姿
に
打
つ
手
は
無

い
の
か
?

A
西
村
副
町
長

　

休
診
以
降
、「
敷
地
を
駐
車
場
と
し
て
借

り
ら
れ
な
い
か
」
の
相
談
や
、「
買
い
戻
し
た

ら
ど
う
か
」
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戸
嶋

病
院
側
と
の
交
渉
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
回
再
度
、
理
事
長
に
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
老
人
福
祉
施
設

を
考
え
て
い
た
が
、
現
在
は
白
紙
状
態
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

Fukuda Shinichi木佐貫町長

立地適正化計画に取り組みます

くいまーるの利便性アップを

そこが聞きたい! 福田新一議員そこが聞きたい! 福田新一議員一般質問

旧町立病院
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若者定着促進事業に
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三股町の自慢できるところや、
好きな場所などについて語っみろかい！

テーマ

1

理想とする三股町、議会で取り上げて
ほしいことなどについて語っみろかい！

テーマ

2

議会と語っみろ会
第2回

「語っみろ会」とは、三股町議会議員と、町内で活
動している様々な団体が積極的な意見交換をする
場のこと。町の将来を一緒に考え、親睦を深める
有意義な会となっています。

【開催日時】令和2年2月19日（水）
13:30～15:15

【開催場所】三股町総合福祉センター「元気の杜」

【参 加 者】三股町女性団体連絡協議会 15名
三股町議会議員 11名

参加者を４つの班に分けてグループワーク形式で取り組み、各

テーマについてあがった意見をグループごとに発表しました。

◎つつじヶ丘公園が
　素晴らしい♪

◎上米公園の桜が
　とてもきれい♪

◎災害がなく住みやすい

◎お年寄りにもやさしい町

◎棒踊りやジャンカン馬など伝統
　芸能をPRしていきたい
◎行政を身近に感じることが誇
　れる
◎投票率が低いので、行政と
　町民の交流や結びつきが必要

［好きな場所］
つつじヶ丘公園、旭ヶ丘公園、
蓼池の芝桜

［自慢できる自然］
長田峡の風景、堰（せき）のある風
景、数多く残る戦国時代の史跡

女性団体連絡協議会の方々の活動を通して、積極的な意見を聞かせていただくことがで
きました。女性ならではの視点でとらえられたメッセージをより良いまちづくりに繋げ
てまいります。

議会では、町内で活動している各種団体との語っみろ会（意見交換会）を実施しています。この場にて様々な
意見を伺い、議会内での議論につなげていきたいと考えています。
お問い合わせは、三股町ホームページ、または議会事務局（☎52-9310）まで。

1班

◎子どもの将来を考えて企業誘致をしてほしい。
◎障がい者や引きこもり者の支援、取り組みをしてほしい。
◎舗道が痛んでいるので整備してほしい。
◎公園に一年を通じて花が咲くようにしてはどうか。
◎三股町内にある公園等のPRをもっとするべきでは？
◎町民の税金で賄っているものを、周知させるべきでは？

◎住民全員が自治公民館に加入する対策をしてほしい。
◎通学道路に防犯灯・カメラの設置をしては？
◎気軽に寄ってゆったりできる町づくり。
◎魅力的に見えて住みやすい町づくり。
◎住民が健康であるような町づくり。

◎若い人が集まりやすい施設・スポーツ合宿所を作ってほしい。
◎くいまーるの待合所の整備、宮交との接続をしてほしい。
◎県道宮村線の通学路は車が多く、道路が狭いので拡張して
ほしい。

◎さんげん道路は交通事故が多いので、交通標識を立ててほ
しい。

◎長田峡にベンチを設置をしてほしい。
◎子ども・高齢者にやさしい町を目指してほしい。
◎農業従事者の衰退が感じられる。農家の奥さんを大事にい
たわる町政であってほしい。

◎年金生活で厳しいので、介護保険料の減額対策を。
◎引きこもり対策（都城のモジラ・テラスは素晴らしい取り
組みをされています）

◎所有者不明の空地がある。効果的に利用できるようにし
てほしい。

◎空家を地域交流の場として利用しては？
◎自治公民館役員に女性の登用を進めてほしい。
◎医師会病院とのアクセス改善。混雑する前目～蓼池線（県
道12号）をトンネルにし、時間短縮を図ってほしい。

1班 2班

3班 4班

◎農業従事者の協力体制が良い
◎ジャンカン馬、ベブ踊りなどの
　伝統芸能があり、それを
　広めようとする町の動きも好き
◎三股町民の人間性が素晴らしい
◎災害が少ない
◎霧島連山を眺められる
◎水がきれい

［好きな場所］
長田峡、 上米公園、前目の山、
めがね橋、宮村の一町田公園、
図書館

3班 4班

2班
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きました。女性ならではの視点でとらえられたメッセージをより良いまちづくりに繋げ
てまいります。

議会では、町内で活動している各種団体との語っみろ会（意見交換会）を実施しています。この場にて様々な
意見を伺い、議会内での議論につなげていきたいと考えています。
お問い合わせは、三股町ホームページ、または議会事務局（☎52-9310）まで。

1班

◎子どもの将来を考えて企業誘致をしてほしい。
◎障がい者や引きこもり者の支援、取り組みをしてほしい。
◎舗道が痛んでいるので整備してほしい。
◎公園に一年を通じて花が咲くようにしてはどうか。
◎三股町内にある公園等のPRをもっとするべきでは？
◎町民の税金で賄っているものを、周知させるべきでは？

◎住民全員が自治公民館に加入する対策をしてほしい。
◎通学道路に防犯灯・カメラの設置をしては？
◎気軽に寄ってゆったりできる町づくり。
◎魅力的に見えて住みやすい町づくり。
◎住民が健康であるような町づくり。

◎若い人が集まりやすい施設・スポーツ合宿所を作ってほしい。
◎くいまーるの待合所の整備、宮交との接続をしてほしい。
◎県道宮村線の通学路は車が多く、道路が狭いので拡張して
ほしい。

◎さんげん道路は交通事故が多いので、交通標識を立ててほ
しい。

◎長田峡にベンチを設置をしてほしい。
◎子ども・高齢者にやさしい町を目指してほしい。
◎農業従事者の衰退が感じられる。農家の奥さんを大事にい
たわる町政であってほしい。

◎年金生活で厳しいので、介護保険料の減額対策を。
◎引きこもり対策（都城のモジラ・テラスは素晴らしい取り
組みをされています）

◎所有者不明の空地がある。効果的に利用できるようにし
てほしい。

◎空家を地域交流の場として利用しては？
◎自治公民館役員に女性の登用を進めてほしい。
◎医師会病院とのアクセス改善。混雑する前目～蓼池線（県
道12号）をトンネルにし、時間短縮を図ってほしい。

1班 2班

3班 4班

◎農業従事者の協力体制が良い
◎ジャンカン馬、ベブ踊りなどの
　伝統芸能があり、それを
　広めようとする町の動きも好き
◎三股町民の人間性が素晴らしい
◎災害が少ない
◎霧島連山を眺められる
◎水がきれい

［好きな場所］
長田峡、 上米公園、前目の山、
めがね橋、宮村の一町田公園、
図書館

3班 4班

2班

15
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